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要旨

企業が求めるイノベーション人材・グローバル人材
Innovative and Global Talent Required by Enterprise

亀山 正俊
Masatoshi Kameyama

三菱電機株式会社 人材開発センター, センター長代理
Deputy General Manager, Mitsubishi Electric Corp., Human Resources Development Center

日 時： 2013年12月12日（木） 14：50-16：30
会 場： 東京大学工学部2号館2階223号講義室
授業科目： 工学リテラシーⅡ(科目番号3799-150)

1990年代始めまでの日本経済の成長期においては、日本の製

造業は欧米で発明されたものをキャッチアップし、小型低価格化、

高品質化することにより伸びてきた。しかし、近年、中国、台湾、韓

国などの国々が日本をキャッチアップしてきたことにより日本の産

業が停滞している。

このような状態を打開するには、日本の製造業は新技術や新ビジ

ネスモデルを創造するフロントランナーになり、その成長を牽引す

るためにイノベーション力、グローバル対応力を強化する必要が

ある。イノベーションは現状の技術や事業を発展させる持続的イノ

ベーションと、これに対抗した新しい技術や事業を創造する破壊的

イノベーションがあるが、後者を推進するための人材や仕組みが

求められている。また、成長を海外に求め、海外でもしっかり仕事

のできるグローバル人材が求められる。


